
2014年度 
奨学金出願手続について 

【2年次以上】 
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奨学金の種類 

貸与 

日本学生支援機構奨学金 
（1種は無利子、2種は有利子）P10～15 

中央大学貸与奨学金（無利子） 別冊 
※単年度出願！！ 

 民間団体等奨学金 
（P24・25及び掲示板へ） 
※一部給付あり 

給付 

 中央大学経済援助給付奨学金  
 （父母年収合計300万円以下） 
 P16～20 

 各学部奨学金 
 P38・39 

 民間団体等奨学金 
 P21～23 

※貸与奨学金
は返還しなけ
ればならない 

日学1種と

中大貸与は、
併用不可 
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◆注意◆ 
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近年、中央大学貸与奨学金（無利子）は出願者数が
増加傾向にあり、採用が以前より厳しい状況になって
いるので… 
 
 

出願する際は、日本学生支援機構奨学金第２種（有
利子）との併願をお勧めします。 

※中央大学貸与奨学金は単年度の奨学金であるの
に対し、日本学生支援機構奨学金は１度採用になると
原則４年次３月分まで貸与を受けることができます。 
（毎年継続審査あり） 
 
 



 出願資格 
  ・本学に在学する学部生 
  ・父母両方の2013年1年間の収入金額の合計が下記金額以下     
   の者 
     ①給与・年金収入のみの場合→年間総収入金額（税込み）が３００万円以下 
       ②給与・年金以外の収入がある場合→年間総所得金額が１９２万円以下  

     ・成績基準を満たす者（P7・17参照） 
 給付金額（※減額の可能性があります。） 

  文系学部生300,000円（予定）/理工学部生450,000円（予定） 
  【参考】2013年度実績 文系学部生：245,000円 
                  理工学部生：409,000円 
   ※採用枠には限りがある為、出願者が多い場合は出願資格を 
      満たしていても不採用となる場合があります。 

 出願締切日 
   2014年3月10日（月） 

◆中央大学経済援助給付奨学金 
（父母年収合計３００万円以下） 
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   ◆保証形態（貸与のみ） 

 

 

貸与奨学金 

日本学生支援機
構奨学金 

人的保証 

機関保証 

中央大学貸与奨
学金（単年度） 

人的保証のみ 

・日本学生支援機構（日学と表記）→冊子P11・12 
・中央大学貸与奨学金（中大貸与と表記）→別冊 
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注意事項（人的保証）ー日学の場合 

①出願前に、必ず連帯保証人・保証人として
選出する方の同意を得ておく（申請書Ⅰ⑪）。 

②採用後、返還誓約書に連帯保証人・保証人の自
署・実印で押印の上、印鑑登録証明書とともに提
出が必須。 ※できない場合は 

注：連帯保証人や保証人を変更したい場合
は、上記手続②が終了してからとなる。 

採用取消 
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注意事項（機関保証）ー日学の場合 

採用後、返還誓約書と機関保証依
頼書を提出。 

毎月の奨学金から保証料が差し
引かれる。 

注：機関保証から人的保証への   

   切り替えはできない。 
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注意事項（人的保証のみ）ー中大貸与の場合 

①出願前に、必ず連帯保証人・保証人
として選出する者の同意を得ておく。 

②採用後、返還誓約書に連帯保証人・
保証人の自署・連帯保証人の実印で押
印の上、連帯保証人の印鑑登録証明
書とともに提出が必須。 

  採用取消！！ ※できない場合は 
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  ◆ミスの多い箇所（申請書Ⅰ⑪）  

連帯保証人の自署 
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 ◆ミスの多い箇所（申請書Ⅱ⑫＜2年次以上用＞）  

複雑ですので、冊子のP13・48・49を必ず確認してくだ
さい。 10 



 ◆ミスの多い箇所（P13・49）  

• 移行希望‥現在貸与を受けている奨学金を 

         別の貸与奨学金にしたい。 

• 併用希望‥２種類の貸与奨学金を同時に受けた  

         い（無利子＋有利子）。 

    

 

 

・新規出願‥現在受けている奨学金はなく、今 

        回１種類の貸与奨学金を受けたい。 

 

申請書Ⅱ⑫の記入へ 

ex)後発併用‥ 
    現在受けている日学奨学金の他に、もう１種 
    類の貸与奨学金を受けたい。 
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◆後発併用具体例（申請書Ⅱ⑫） 

・現在日学２種（有利子）を借りていて、今回か 

 ら無利子の奨学金と併用したいAさん。 

 第1希望は日学１種との併用。第２希望は中 

 大貸与との併用。 
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◆例年問い合わせの多い事例 

確定申告中あるいは予定している方で、3/10（月）

の締切に間に合わない場合、出願書類の中にその
旨記載したメモを入れて提出。 

各書類の提出は併用・併願者であっても１部のみ。 

無収入の方は、申請書Ⅰ⑤の「●父が無収入の場
合」、「●母が無収入の場合」を必ず記入し、市区町
村発行の平成25年度所得証明書（平成24年分の収
入内訳）を提出。 

父母の収入に関する証明書は、冊子P30～35へ。 

申請書Ⅱ㉕本人の携帯電話番号・アドレス欄は必
須。変更した場合は、C plusで登録のこと。 
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◆出願時に提出する書類 冊子P27～35 

① 申請書Ⅰ（白色） 
② 申請書Ⅱ＜2年次以上用＞（緑色） 
③ 申請書Ⅲ（黄色）（民間団体のみ） 
④ 口座振込依頼書 
          （中大貸与希望者・・別冊綴込、経済援助希望者・・綴込用紙No.④） 

⑤受理連絡用ハガキ 
⑥父母の収入に関する証明書（冊子P30～35熟読） 
  （平成25年分源泉徴収票コピー、確定申告書のいず
れかと、市区町村発行の平成25年度所得証明書[平
成24年分の収入内訳]） 

⑦ その他（詳細は冊子P29へ） 
  新5年次以上は学業計画書 
  
 
 

保健センターの健康診断は、
必ず受けること！！ 

必ずコピーして保管しておくこと 
（日学出願者は、面談日に持参） 
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 ◆出願日程 

2014.3/10(月) 

までに 

出願書類提出。 

窓口：当日17時まで                    

郵送：当日消印有効 

 

追加書
類配布
（日学 

のみ） 

 

         

スカラ
ネット
入力 

（日学
のみ） 

採
否
結
果
発
表 

面談日 
注：面談に無断欠席し
た場合は、出願無効と

なる 

日学出願者（併願、併用者含む） 
①スカラネット 
②確認書兼同意書    提出 

経・商 
 

文・総政 
 
 
 
 

 
３/２６(水) 
 
 

３/２７(木) 

 法 
 

 
４/８(火) 
 

４/９(水） 
 

４/１０(木) 
  

【理工】 

数学・都市・電気・
経シス・生命 
 

物理・精密・人間・
応化・情報 

3/24（月）～ 
 

6/13
（金） 

※中央大学経済援助給付奨学金（父
母年収合計300万円以下）のみ出願

希望者は書類の提出のみで面談に
出席する必要はありません。 
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◆日学：採用発表とその後の流れ（予定） 

①採用発表 

 （2014年6月13日（金）C plusにて） 

②奨学金初回振込（2014年7月11日（金）） 

③採用者説明会 

  2014年7月下旬予定 

④返還誓約書提出（2014年8月下旬まで） 
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◆中大貸与：採用発表とその後の流れ（予定） 

①採用発表 
  （2014年6月13日（金）C plusにて） 
②採用者説明会 
  2014年6月下旬予定 
③返還誓約書提出（2014年7月上旬まで） 
④奨学金前期6カ月分振込 
 （2014年7月10日（木）振込予定） 
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◆経済援助（父母年収合計300万円以下） 
  ：採用発表とその後の流れ（予定） 

①採用発表 
  （2014年6月13日（金）C plusにて） 
②奨学金振込日（2014年7月10日（木）振
込予定） 

③誓約書提出（７月中旬頃を予定） 
④状況報告書の提出（2015年1月31日〆切） 
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◆出願申請書－記入上の注意 
 

 冊子P42～45、48～51を熟読すること。 
 

注：①下書きをしてから清書すること。 

   ②誤記入（申請書Ⅰ⑪､申請書Ⅱ⑫・㉓） 

    は二重線を引いて、その欄で使用した 

    印鑑で押印した上で余白に記入のこと。  

       ③連帯保証人、保証人（自署・押印） 

     欄以外は本人が記入のこと。 
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◆その他 

日学スカラネット 
①面談終了後にスカラネット入力（パソコンにて）
を行う。 

②申請書と同内容を入力（相違がある場合、申請
書を優先し、厚生課で訂正する場合あり）。 

③誤入力をすると出願ができない可能性がある
為、必ず慎重・正確に入力のこと。 

※スカラネット入力とはインターネットで奨学金に
出願するもので、日学希望者は必須です。      
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◆返還について 

貸与奨学金は、必ず返還しなければなり
ません。 

※返還が滞った場合にとる措置（例：文書や電話
による督促、民事訴訟法に基づく法的措置など）
については該当ページを必ず確認してください。  

 日学→冊子P14 

 中大貸与→別冊P5  
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